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Bruer，J.T.（1993）School for Though: A Scienc of 




















































具体的には、「情報及び情報通信技術を用いて問題発見・解決を思考する枠組みの獲得（※ A: 到達目標 A）」を通
して、「情報社会の有効性と問題点を認識し、主体的に判断するための知識・態度（※ B: 到達目標 B）」と「情報

































































































・IoT や AI など ICT の進展を予測し、社会の発展に繋がる情報通信システムを考察させる。
【到達点評価の考え方】
上記の到達点の達成を以下により確認する。
・情報通信技術の特性について説明させる。
・あるプログラムを提示し、そのアルゴリズムを解説させる。　
・ 社会における情報通信システムについて批判的に考察させ、情報化社会のあるべき姿について発表させ、自
己評価と他者評価などで確認する。
